
銚子塚古墳の周溝の底には……

　階段状に造成された部分がある！
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　第３３号で、銚子塚古墳後円部北側の周溝内に「周溝区画堤」という施設があることはご紹介しました。
　実はもうひとつ周溝内から大きな発見があったのです。なんと周溝の底に階段状の段差が造ってあるのです！
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このあたりの段差（段差３）の東側は幅
広い平坦な面が地山層掘り残しによっ
て造成されているよ！この幅広い平坦
面は墳丘側へずっと続いているんだ！
その先にあるのは…そう、例の｢突出
部」なのさ！このことは次号以降で詳し
くお伝えの予定です。
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この写真は第７号トレンチを東側から見た
ところなのさ！
第７号トレンチはこの辺に設定したトレン
チです。

ここに見えている石垣のようなものは後世の水
田耕作のために造られた畔を造り出すための
盛り土を保護している新しい「石積み」なんだ。
でも、この畔の下を断ち割ってみると確かに地
山層を掘り残した幅広い高まりがあることがわ
かったんだ。おそらく周溝内に水田を作るとき
に、もともとあった段差をうまく利用して畔を設
けたんだろうと推測しているよ。
畔の造られた時期はいまのところ不明だよ。
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周溝の中が
「階段状」に
造成されてい
ることも銚子
塚古墳が畿
内の古墳と
関係が深いこ
との証しのひ
とつになると
考えられる
よ！
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